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～公と公共：官民二分法を超えて～

日本思想における「無」＝矛盾するものを包摂していく場

私の問い：公共は私利益を包摂できるか

これまでの公共理解：公共＝公、公益と私利益はZero-Sum

→ 官民二分、政府組織（公）／民間企業（私）

→ 民間ではＮＰＯ・NGO等非営利組織のみが公共に参画と認識

→ 企業の公共性は、ＣＳＲ(Corporate Social Responsibility)

矛盾を包摂する場としてのＬｏｃａｌ ＨＲＤ

→働き、働きかけられるものとしての公共
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～生命と人：教育と霊性と間～
鈴木大拙 Suzuki Daisetsu(1870-1966)

人の知性 intellect と 感情 sense の基底にある 霊性 spirit

教育とは： ×教える者→教えられる者：絶対者による知識伝授

〇教える者⇔教えられる者：主客の転倒 ～後生可畏～

主体-客体の輻輳する関係性

小倉紀蔵：人と人の間、人ともの・ことの間に表れる「第三の生命」に注目

多重主体性（第一の生命＝個人的、第二の生命＝普遍的）

中谷真憲：人の育成とは人と人、人ともの・ことの「間」に生ずる多重の関係性に
よって織りなされる、知と情の発達ないし自覚

金泰昌 ：ともに公共する霊性、あいだ・あわい・まじわりの哲学



～Ｇｌｏｂａｌｉｚａｔｉｏｎ and Glocalization～
Globali-zation という所与の現実 given reality

Globalism or National Populism

ヒト(human)、モノ(goods)、マネー(money)、情報(information)

意外に動かないヒト：移民 immigration は世界人口の３％強(*)

フラット化の逆説：開放しつつ、フラット化に抗すること

開放系経済の中で、都市は Ｉｎnｏｖａｔｉｏｎ Ｈｕｂ になれるか

地域経済 Ｌｏｃａｌ Ｅｃｏｎｏｍｙ の鍵は人材：HRD Ecosystemの必要

*United Nations, Department of Economic and Social Affairs, Population Division(2013a) Trends in International 
Migrant Stock:Migrants by Destination and Origin,United Nations database ,POP/DB/MIG/Stock/Rev.2013.



～from Civil Economy to Civic Economy～

The aim and end of Ｇｌｏｃａｌ Ｐｒｏｊｅｃｔ

ＨＲＤ Local Ecosystem を構築しながら、

働く work と 学ぶ study に、公共性 と 遊び を入れていく

While creating Local HRD ecosystem,

Insert publicness and playfulness into everyday works and 
studies

“combining the spirit of entrepreneurship 
with the aspiration of civic renewal”
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京都商工会議所

京都経営者協会

京都経済同友会

京都工業会

京都中小企業家同友会

students

京都経済団体
Local Economic Organizations

大学間連携
Consortium of Universities

Local Governments of Kyoto City and Kyoto Prefecture
行政(京都市、京都府)

NPO: Glocal Human Resources Development Center

京都産業大学

龍谷大学

京都府立大学

佛教大学

京都文教大学

京都橘大学

GPM(大学間連携事業）

Projects’ Coordination

※これまで京都府下27大学から学生が参加



MISSION
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選択肢

PBL

課題解決型学習

Project Based Learning

京都企業

いろいろ

みえてきた
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就活しないとヤバイな

経済界と大学をつなぎ明日の京都を担う人材を育てる。

企業との
限定的な接点

「雇用のミスマッチ」
その原因のひとつは現在の「就活システム」
だと言われ、就活期に偏った学生と企業との
限定的な接点が問題になっています。

一方、京都には地域に根ざしながら世界的
に活躍する先進的企業が集積しています。
また観光業はもとより、伝統産業からベン
チャー企業に至るまで、地域経済を支える
ユニークな中堅・中小企業が数多くあります。

しかし、大半の学生はそのような企業に
気づかずに就活期になり、イメージや限られ
た選択肢の中で就職先を探しています。
そこで、地域の経済界と大学・学生を結ぶ
コーディネート機関として誕生しました。

グローカルセンターでは、企業と学生との
プロジェクトや実践的な学びの普及を支援し、
明日の京都を支える骨太で実践的な人材育成
にオール京都体制で取り組みます。



Provide universities’ common curriculum

地域資格GPM
Local qualification for occupational abilities

ＧＰＭ＝グローカル・プロジェクト・マネジャー Glocal Project Manager

地域資格の設立による連携校全体でのカリキュラム改革



A series of workshops for Local Companies and Community Banks

＊integrate social values into business frameworks

＊exchange among different industries 

＊dialog between students and presidents of SMEs



and the next is..,

collaboration with a social café project


